
はじめに

肝移植は末期肝疾患治療として確立されている．本施

設では１９９７年から生体肝移植を開始し，関連部署の多大

なる協力のもと，２０１０年１２月現在までに５３例を実施した．

本稿では，教室における生体肝移植の現況を報告する．

対象と方法

１９９７年１１月から，２０１０年１２月の１３年間に，教室で施行

した生体肝移植５３例を対象とした．これら患者（レシピ

エント）およびドナーの背景，短期成績，長期成績を検

討した．

結 果

レシピエント背景

レシピエントの平均年齢は４８．５歳（１４－６６歳）であっ

た．原疾患分布を図１にしめす．肝細胞癌１１例（２０．７％），

劇症肝炎１０例（１８．８％）１）２）３），B 型肝硬変１０例（１８．８％），

原発性胆汁性肝硬変８例（１５．０％），C 型肝硬変４例

（７．５％），アルコール性肝硬変３例（５．６％），原発性硬

化性胆管炎２例（３．７％），自己免疫性肝炎肝硬変２例

（３．７％），その他３例（全身性アミロイドーシス１例，
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要 旨：教室では１９９７年１１月から２０１０年１２月までの１３年間に５３例の生体肝移植を実施した．レシピエ

ントの生存率は１年生存率７８．５％，３年および５年生存率はそれぞれ７４．４％，７４．４％であった．レシ

ピエント長期生存例に対しては，原疾患の再発など，内科領域からみた管理も必要とすることがあり，

多方面からの協力をあおいでいる．一方，ドナーでは致死的および重大な後遺症を伴う合併症は認め

ず，術後平均在院日数は１３日であった．これは他の High volume center と比較して遜色のない成績で

ある．しかし，本学には肝移植コーディネーターが不在であり，レシピエント，ドナー，そして家族

に対する精神的なサポートが十分とはいえない．今後，脳死肝移植を当院で実施するためには，肝移

植コーディネーターの存在が不可欠である．
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図１ 当院肝移植症例５３例の原疾患
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